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1.はじめに 

コンクリートの耐久性を考える上で，劣化因子の侵

入経路となるかぶりコンクリートの品質は重要であ

る．かぶりコンクリートの品質の一つである透気性に

ついて，実構造物で直接評価できれば，耐久性評価に

有効である．透気性に関した既往の研究 1)により，構

造物上部と下部で品質の違いがあることが報告され

ているが，統一的，定量的な実態の把握は行われてい

ない． 

 そこで，本研究では打重ねるコンクリートの高さを

変えた試験体を作製し，打重ねによる表層透気係数へ

の影響を調べるとともに，得られた表層透気係数の測

定位置と同位置の中性化深さを調べることを目的と

した． 

2.実験概要 

2.1 供試体概要 

 打重ねの影響を把握するために，2 層で試験体を打

ち込むものと，1 層打ちのもの 2 種類を作製した．打

重ね時間間隔を 1 時間とし，打重ね処理は行わずに下

層コンクリートに打重ねを行った．試験体概要を図-1

に示す．試験体の寸法は幅 60×奥行き 15cm を一定と

し，2 層目の高さを変えた角柱試験体を用いた．棒状

バイブレーターを用いて 3か所各 5秒間締固めを行い，

上層打ち込み時には下層への挿入は行っていない．表

面気泡の発生を防ぐため，スページング処理した後に

型枠振動機で振動させた． 

 打設後材齢 5 日まで封緘養生しその後脱型，材齢

56 日まで恒温室（温度 20℃）で気中養生した． 

2.2 表面透気試験 

 表面透気試験は Torrent 法 2)を用いて行った．図-1

のように測定高さ毎に側面 8 点を測定し（片面 4 点で

2 面測定），平均して各高さの表層透気係数とした．

測定は材齢 28 日に実施した．  

2.3 中性化促進試験 

中性化促進試験に用いる試験体は，角柱試験体側面

の表面透気試験の測定点からφ100mm のコアを採取

したものとした．採取したコアは試験体側面であった

面以外をアルミテープで被覆し，温度 20℃，相対湿

度 60％，CO2濃度 5％の環境で 28日間中性化促進し，

コアを割裂し，割裂面にフェノールフタレインを噴霧

して中性化深さを測定した．5 箇所測定を行ったもの

の平均を測定結果とした． 

3.実験結果と考察  
3.1 表面透気試験 
図-2 に材齢 28 日の打重ねた試験体の表層透気係数

の測定結果と測定点の高さの関係を示す．ここで，試

験体名は 1 層目の高さ(mm)-2 層目の高さ(mm)であり，

打重ねた位置を赤線で示す．打重ねていないものは試

験体高さを試験体名とする．打重ねた試験体では，測

定位置が高くなると表層透気係数（以下，kT）も大

きくなる傾向が見られた．これは，測定高さ 0～

150mm では上方のコンクリートによる圧密や，ブリ

ーディング水の上昇などの影響により見かけの水セ

メント比が減少し，上部よりも密実なコンクリートが

形成されたと考えられる．測定高さ 450～600mm では，

300～450mm より kT が大きくなった．これは，上昇

してきたブリーディング水により品質が悪化したと
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考えられる． 

図-3に打重ねていない試験体の kTと測定点の高さ

の関係を示す．打重ねていない試験体では打重ねた試

験体のような傾向は見られず，測定高さ 0～150mm の

kT が大きくなった．切断面を確認したところ，打重

ねていないものでは，下層部に 10mm 程度の粗大気

泡が存在していた．この粗大気泡の影響で，下層部の

kT が大きな値を示したと考えられる．また，試験体

中層部と上層部を比較すると，中層部より上層部のほ

うが kT は大きな値を示しており，これはブリーディ

ングによる影響と考えられる． 

3.2 中性化促進試験 

図-4 に中性化深さと測定点の高さの関係を示す．

全体的に測定点の高さが低いほど中性化深さは小さ

くなる傾向が見られた．図-3 から，打重ねていない

試験体の測定高さ 0～150mm の kT は大きくなるにも

関わらず，中性化深さは小さくなった．kT と中性化

の結果が異なる傾向を示したが，これは，粗大気泡が

kT と中性化に及ぼす影響が異なるためだと考えられ

る．すなわち，粗大気泡の存在は kT に与える影響が

大きいが，中性化の進行においては，粗大気泡の周辺

は局所的に進行する 3)が，平均的な中性化進行には大

きな影響を与えないことによると考えられる． 

450に着目すると 150～300mmの高さでの中性化深

さが著しく大きくなっている．本実験では 8 つの測点

のうち 1 つの測点から採取したコアを中性化してい

るため，中性化促進試験を行った測点に外部ブリーデ

ィング水による水みちが形成されたことが影響した

と考えられるが，詳細については今後の検討課題であ

る． 

4.まとめ 

(1) 供試体の上部と下部で品質の違いがあることを

確認する事が出来た． 

(2) 打重ねていない供試体では，下層部の kT が大き

くなったが，これは締固め時間が短く，表層部に粗大

気泡が形成されたことが影響したと考えられる． 

(3) 中性化深さは，測定点の高さの増加に伴い大きな

値を示した．打重ねの有無に関わらず，上層コンクリ

ートの圧密やブリーディングの影響によって，下層コ

ンクリートの中性化抵抗性は良くなった． 
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図-2 測定高さと kT の関係（打重ねあり） 

図-4 測定高さと中性化深さの関係 

図-3 測定高さと kT の関係（打重ねなし） 
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